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はじめに

しばしはノユPヘルトFranz PeterSchubert（1797－1828）の代表作とみな

され、歌曲史にも金字塔としてそびえるのは、引用からなる連作歌曲集『冬の

旅』Ⅳ乙nferreエSe（D911）である。Lそしてその第1曲『おやすみ』CuEeⅣαCあと

には、旅立ちによって歌曲集を始める役割が与えられている。しかし、旅が、

およそ出発を表すとは思えない一日の営みの最後に発せられる挨拶によって、

さらにおよそ旅の季節ではない、北国トイツの厳冬に始められることは、あた

かも終わりが始まりに来ているかのように異様であり、暗／バ的でさえある。

そこで、本稿は、その第1曲『おやすみ』を考察することによって、連作歌

曲集の構造を解明する手がかりとしたい。まず、本論に入るに先立って、『冬

の旅』に登場する主人公である「私」がおかれた背景を述／＼る。次に、『おや

すみ』を分析し、ノユーへルトが詩をいかに解釈し、詩の内包するものをいか

に引き出したかを探る。その上で、『おやすみ』が『冬の旅』ととのように関

連付けられているかを考え、歌曲集の全体像を導き出す古式みを行う。

し　主人公「私」のおかれた背景

ンJL一一へルトがそのあまりにも早すさるタヒの前年、1827勺にあらん限りの精

力を傾けて作曲した『冬の旅』は、中部トイノの町テ、ノサウに生まれた、ほほ

同年齢で同時代の詩人ミュラー　WllhelmMuller（1794－1827）による連作詩

集を素材としている。

ミェラーの父レオボルトは仕立て屋の親方であったが、病気かちで、家庭の経

、：
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済は逼迫していた。しかし、何故かウィルへルムを職人階層にふさわしい国民

学校にではなく、大学進学への道が開かれている基幹学校に進学させている。

母は彼が14歳の時に世を去るが、その後父が肉屋の親方の未亡人と再婚するこ

とによって、経済的にゆとりができた結果、彼はヘルリン大学に在籍すること

になる。－しかし、そもそもミュラーが職人階層の出身であったことは、『冬の旅』

を考察する際に梅めて重要な手がかりを与えてくれる。

シューへルトが1824年に完成した『美しき水車小屋の娘』かェe SC／10me

ルMJgr乙n（D795）もまた、『冬の旅』と同じくミュラーの連作詩集への作曲で

あるか、これらはいずれもトイツの職人制度を背景としている。

西ヨーロッパで中世末期以来発達した徒弟制度の下では、若者が手工業もし

くは小売漸こ徒事するためには、「徒弟」Lehrllng、「職人」Geselle、「親方」

Mullerlnへと帽に付階を昇る修行が必要とされた。これは、当該職業にかか

わる同業者組合の規定に則って行われるのが常であった。若者は、少年時代に

は徒弟として親カの家に住み込み、基本的な技術を身に付け、規定で定められ

た期間が過きると職人に昇格した。一般的には、10代前半に徒弟に入り、20歳

前後に職人となるのが普通であった。

職人に昇格した若者は、徒弟時代の親方の家を離れ、自由を謡歌し遍歴の旅

に出る。その途上、同業者組合の統制と保護を受けながら、別の親方の卜でさ

らに技術を磨き修行を積んで親方階級を目指すのである。最終的に親方に昇格

すれば、皆住する市の「市民」Burgerになることができた。そうなれば、同

業者組合の会員になれ、結婚もでき、安定した生活を営む基盤が整うのである。

当時は、槻万になって市民権を獲得してからでなければ結婚もできなかったの

で、粗方への野格は、徒弟制度に入った若者にとってはまさに死活問題であっ

た。

ところが、親方昇格への迫は、資金面やその他の閑難な条件から、実際には

大変険しいものであった。そうした中、親方を父に持っ職人、あるいは親方の

娘と結婚することのできた職人は、比較的簡単に糾方に昇格できたのである。

したがって、親方の娘との結婚を前提とする恋愛は、職人階級に身をおく若者

が自由を誠歌するエビソートにはととまらず、白らの将来が開けるかとうかに
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かかる人生の転回点なのであった。

『冬の旅』の主人公の「私」も、遍歴先の親方の娘と恋愛関係になり、その母

親からほ結婚さえ約束された。彼はおそらく親方としての将来を夢に描いたに

違いない。ところが、意にJ叉して、彼は失恋し、冬の最中に当て所のない絶望

の旅に出なければならなくなったのである。ミュラーとン′こし一一へルトの『冬の

旅』は、前作『美しき水車小屋の娘』とは異なり、徒弟制度を背景にした単な

るロマンティ　ソクな歌曲集ではない。それは、まさに人間の実存の問題を摘出

する、普遍的な意味を持っ超絶的な芸術作品となったのである。」

2．『おやすみ』の詩と音楽

『冬の旅』は、希望を失った孤独な「私」があてともなくさすらう中で、さ

まさまな感情が錯綜する心のさまよいが全篇を通して現れる。そこに見られる

冬の景色は、絵画的場彩りからははと遠く、寒々とした夜の野や寒風に耐える

木の葉や凍りついたHl両なとであり、モノトーンで荒涼としている。それらは

「私」の内面の扶態と一致している。このように、『冬の旅』は、外的なストー

リーよりは、さまさまに変奏される内面の推移がテーマとなるのである。

そのような内的なさすらいを開始する場面に付置するのか、『おやすみ』で

ある。「私」が遍歴職人として修行申、親カの家で恋仲になった親方の娘との

将来の夢を育んでいたものの、結局恋に破れ、再び遍歴の旅を続けるためにそ

の家をひそかにあとにするところである。ミュラーの詩に即しつつ、ンユーへ

ルトの作曲を見ていくこととする。’

Gute NaCht おやすみ

FremdbllllChclngCZOgCn，　　　　　　　　よそ者として札はや－）て来たが、

Fremdzleh■1ChwICderaus　　　　　　　　　よそ書としてまた上って招く。

DerMalWa m汀ge＼Ogen h　日　払に好缶を寄せて

MltmanChcmBlumetlStrauほ　　　　　　　　　いくつもの花束を噌ってくれた。

‖



ン∵ユーへルトの『冬の旅』について（1）（田島、堀内）

DasMadchensprachvonlJlebe，

DleMuttergarvonEh’，－

NunlStdleWeltsotrube，

T）erWeggehulltlnSchnee

Ich kann zu melner RelSen

NIChtwahlenmltderZelt，

MunsclbstdcnWegmlrWelSen

ln dleSeI Dunkelhelt

Es zlehLelnM（〕ndenschatten

AIsmeln（ierahrtemlt，

Und auf d〔ln WCIL3cn Matten

Sueh■1Chdes WlldesTrltt

WassolllChlangcrwellen．

DaL3man mlChtrleb■hlnauS？

LaBlrreIiunde heulen

Vorlhres Herren Haus†

DleIJICbellebtdasWandcrn－

GotthatsleSOgCmaCht－

Von elnemZudem andern

FclnLlebchen，guteNachtl

Wl11dlChlmTraumnlChtstorcn，

W点rlschadumdelneRuh，

SollstmelnenTrluJnlChth（）ren－

Sacht，SaCht，dleTurezul

Schrelb’1mVorubergehcn

AnsTordlr［］Gute Nacht，

娘は愛していると口にし、

その母は結婚の話まで持ち出した。－

しかし今や世界はこんなにも暗く、

道は雪に覆われている。

私は旅立っにあたって

時を選ぶことはできない。

この闇の中で

みずから道を見出さねばならない。

月光が作る影は

私の旅の道連れた。

そして白の敷物のしを

獣の足跡を探して歩く。

とうしてこれ以上長くととまれようか、

皆が私を追い出そうとしているというのに。

狂った犬には好きなたけ

飼い主の家の前で吠えさせておくかいいl

愛はさすらうことが好きなのだ一

神は愛をそのように作ったのだ一

次から次へと。

いとしい恋人よ、おやすみI

夢を見ている君を邪魔したくはない。

そんなことをしたら君の安眠を奪ってしまう。

杜の足音が聞こえないように－

そっと、そっと扉を閉めて†

通りがかりに門に書いておく

君に、「おやすみ」と、
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Damltdumog．estsehen，　　　　　　　　　群を想っていたことを

IchhabandlCh［A几d比・九九αわ′ェ止］gedacht　分かってもらえるかもしれないから

ミュラーの詩は、汽節の韻形式と詩脚形式が揃った菜朴な有節形式であり、整然とし

た外観を備えている。ノユーへルトもまた、作曲にあたっては、；こ全なfl節形式ではな

いが、その一種であるr変奏有節歌曲VarllerteSStrophenlled」の形式を採用した。第

1節と第2節には同　の邑楽（第2節の音楽は第1節の繰り返し）を与え、第3節に若

干の音楽的変化をもたらし、第4節を転淵させる。第1節から第4節までの音楽を図式

で示せば、A－A－A■－Ar■である。また、8詩行から成る詩節を前＼ド4詩行と後輩4

詩行のまとまりに分け、後半の4詩行を繰り返して前半の悟に当たる告楽的長さを与え

る。

音楽の調性にはニ短調が選択される。二短卸は不安定の象徴でもあるとされ、「私」

の定まらない内面の状態にかなった調性であると己えよう。■・

／ユーへルトは、歌唱部に入るに1たって6小節にわたる前奏を付した。苫楽は、ピ

アノの下3声（ピアノの左72声とイJfの低音部）で足取りを描く8分苫符の連続で始

まるのであるが、メロディーは、それに続くアウフタクト（弱起）からト声部（右手の

高音部）が加わることによって開始されるような印象を作り出している。このため、実

際の音楽の開始がそれとはな識されず、いっ始まったとも知れない旅が途中のものであ

ることが知らされる。また、その上声部は歌の旋律の開始部を先取りしているのである

が、この下行する8分音符の並びは、リスム的に、何かが向こうからこちらに近っいて

くる歩みを連想させる。ニ短網の不穏な′空気と歩行のリズムによって、すでに第1節に

入る前から、詩に先立つイメー／が作られるのである。

詩は、「、私」の孤独の表口から始まっている。第1節第1・2詩行「よそ者として私

はやって来たが、FremdblnlChelngeZOgen．／よそ者としてまたよって寺7く。Fremd

zlehrlChwlederaus」によって、将来が開けていくのか予感されたにもかかわらず、そ

れが実現されることのない運命がfti抑こ告げられ、鮮烈なE「］象を与える。途中の経過が

とうであれ、入Uと出Uがl司一の孤独で結ばれることが拉初に明りかにされ、さらに

『冬の旅』の途上で孤独が常に宿命として昏識され、ライトモティーフとなり、連作詩

集全体の基底を流れることが知らされる。それはさながら永劫lロ1帰の様相を呈するもの

品　35－
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である。しかし、人目もまた明確でないことは、いっの間にか始まっていた的奏の構造

で、すでに暗示されていた通りである。

ミュラーは、rlemdをヤンブスの抑音に位置させている。rremdは、それ自体できわ

めて強い意味を持つ詩語でありながら、韻律上の力点を与えられないことによって、と

ちらにも属すことのできない孤立感が得られ、「よそ者」のイメーいノと重なる。この、

韻律上の軽さと意味上の重さの狭間で形成された詩の孤島は、／ユーへルトによって音

楽的に表現される。すなわち小節の第1才白にではなく、アウフタクトにrremdを置くこ

とでリズム的な7クセノトが来るのを防き、韻律の法則に配慮した。その一方で、高音

のF（へ吉＝ファ）を与え、そこから旋律右下行させることによってメロティー的には

rremdを強調した。そうすることによって、韻律の抑旨と意味の強さの調和を果たすの

である。また、伴奏の8分音符の単調な動きによって、なおさら孤独なイメージが強め

られる。

宿命としての孤独が提示された後、さまざまに漂う心模様は、まずは美な回想の形で

現れる。ノユーヘルトは、「娘は愛しているとロにし、DasMadchensprachv（〕nLlebe．

／その母は結婚の話まで持ち出した。－DleMuttergarvonEhl，一一」に対し、最初は平

安な曲調を示すと言われるヘ長調を用い、続けてそれを高音で（4度上の変ロ長調で）

繰り返す。ゝさらにレカート奏法を指示して甘美さを伝え、上行の旋律形で盛り卜ける。

こうしていったん盛り上がった平安な気分は、その直後、2小節のピアノたけの部分

による不協和音によって突き崩される。輝いていた日々が過去のものであることがこの

不協和音によって告げられるのである。L■

「私」が規実の孤独な世界に引き戻されることが前もって伴奏によって書けられると、

続いて、「Lかし今や世界はこんなにも暗く、NunlStdleWeltsotmbe，／道は雪に覆

われている。DerWeggeht111tlnSchnee」という貝休的な惜宗が述べられる。詩に先

立ち音楽が雰囲気を先取りし、また、あらかじめ伝えられた雰囲気に言葉が加わり、孤

独な心肺が一層強く描出されるのである。

第1節の古楽が終わると、途切れず、前奏として与えられていた古楽が再び間奏となっ

て現れ、第2節を導くと同時に、rremdのイメージを呼び起こす。第2節は、詩の内容

としては「私」が自らの宿命を淡々と語り、内面の落ち着きさえ感じさせるのであるが、

旨楽的には第1節が繰り返され、終始rremdの陰かつきまとう。

－36－
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第2節の後、また例の第1・2計と同じ前奏（間奏）か現れることによって、孤独の

回帰が意識されるとともに、次の節においても音楽がl司じ様に繰り返されることがr想

される。

しかし、その予想は、第3節に入り、詩の内容および音楽の変化によって、聴き手に

とって意外な驚きに変わる。落ち着きから一転して、木実な恋人に対する「私」の悔し

さと恨みの怒号となるのだが、その内血の動揺は、歌唱師こおける肯楽か雄弁に語って

いる。

それはまず、詩節前半（第1～代引了）において、各章」末の吉節にL行形の旋律が与

えられることにより表される（第1・2節の同箇所では、卜行彬によって、ある意味で

の落ち着きがもたらされていた）。このため、とりわけ、「皆が私を追い出そうとしてい

るmanmlChtrlebrhlnauS」ことにより再び遍歴を余儀なくされる「私」の疎外感がに

じんだ、それ自体でも強いhlnauSの意味がより強められる。

詩節後半（第5～8詩行）では、ノユーへルトが詩行の入れ皆えを度々行っている。

作曲の順序は、第5→6→7→6→5→8→7－→8詩行である。とりわけ後半を第5→8→7→8詩

行としたところに、ノユーへルトの解釈が窺える。すなわち、「愛はさすらうことが好

きなのだ－DleTJlebellebtdaぷWandern－」l次から次へと。Von emem zudemande

rnJ「いとしい恋人よ、おやすみIFeln1．1ebchen，guteNachtl］i：酌こ、旭へ、恋人へ

の当てこすりを強調するのである。

最終詩行FelnLlebehen，guteNactltIは旋律的にも特徴的である。この箇所は、も

し第1・2節におけるl司箇所の楽節（n楽のまとまり）の′ヾ夕【ノに従うならば、Feln

に低い昔が勺えられ、そこから上行L、また下行して、Nachtに低いト舌が与えられて

おさまる「アーチ型」の旋律線となるところである。■　ところが、ここでは中途半端に

高い首かFeln　に与えられて異督塞凋J象を醸し出し、（1．1eb－）chenでと行し、guteで下

行し、すく上行してNachtlが高い主音で響くのである。そのために、この最終話行は

浮き上がったイメ一一ンとなる。これが第7詩行をはさんで繰り返され、聴き手の記憶に

残ることになるのである。

第3節の音楽はそれまでと　｛変するわけではないが、歌唱都においては従来の下行形

が上行形になり、また諸子Jの順序が入れ替わるなと、印象としては大きな変化が感じら

れる。にもかかわらず、伴奏は、はとんと　質した揖行のリスムを堅持しており、激し

－：37－
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く揺れ動く内面と、変化のない暗く静かな外の世界との乗組が浮き彫りにされる。微妙

な変化が大きな効果を生み出していると言える。■1

倣い、感情の吐露の後、第1・2・3節で用いられた前奏（間奏）が第4節においても

現れ、孤独のイメーノか再び呼び覚まされる。しかし、今度は優しさを覗かせる旋律に

よって、第3節の激しさとは違った驚きかもたらされる。それは、こ良調への転調によ

るものである。「夢を見ている君を邪魔したくはないWllldlChlrnTraumnlChtstoren．

／そんなことをしたら君の安眠を奪ってしまう。W且rlschadumdelneRuh，」は、表面

卜は優しけな言葉であるが、恋人へのいたわりなのか当てこすりなのか、とちらともい

えない曖昧さを伴っている。また、転調は、最高音r（へ普＝ファ）をrlS（嬰へ舌＝

7ァ‘）へ、半苫上げ、独特の浮遊感を生んでいる。しかし、それによって地に足が着か

ない印象がヰじ、歩行の印象も弱められ、「私の足音が聞こえないように－

SollstmelnenTrlttnlChthoren－／そっと、そっとトアを閉めてISachL．sacht，dlC

TurezuT」のイメーノに結び付き、日常から離れた夢見」、地の気分が続くのである。1’

前節の最後で記憶に刻まれた挨拶「いとい、恋人よ、おやすみ！FclnLICbchen，gute

NachtH　は、第4節において、「門に君に、『おやすみ』と、AnsTordlr G u t e

Nacht，」に引き継がれる。タイトルはここから取られているのだが、このときの、

分かち苫さされて記される「おやすみ」は、「私」が夜中にひそかに別れの挨拶として君

き残す旅立ちの云棄であるか、恨みの色は濃くない。そこには、憎しみや悔しさを辛う

じて封じ込め、F制心を示すと同時に、未練を断ち切りかたい思いも詰まっている。そ

の内面の状態は音楽でも知らされる。確かにAnsTordlr Gute Nacht，は、旋

律的にはFelnLlebch叫guteNachtlとほほ同じ音型で現れる。しかし、調性的に明

るさと侵しさのこもる長調で表され、穏やかになることで、複椎な思いが込められてい

ると言えるのである。】

最終話石「君を想っていたことをDamltdumogcstsehen，／分かってもらえるかもし

れないからAndlChhab11Chgedacht」は、／ユーへルトの音楽によって象徴的なもの

となる0　これまでの音楽的パターノからは、二度日のAndlChhab■lChgedachtで歌

唱が終rすることがr想されていた。しかし、この最終詩行の三度日の繰り返しをシュー

へルトは必要とした。AndlChhab■1Chgedachtは二使繰り返された後、一息入れられ、

さらにもう一度、今度は徐々にゆっくり繰り返される。それは詩の意味する未練の強調
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でもあるだろうか、‾堰臼に最終「畑ここの曲の主調である二炬調に果されることが重要

なのである。Hか′左増感を㌧える長調のままではなく、二短渦へ明l可帰が意味を持っ。

この時、聴き丁は同じニ長調の反復を予想うるところであるが、小突に、それもニ短調

に引き戻され、夢は　僻のものであり、ややかだったのは過去であるという事実が厳然

と突きつけられる。■　このわずか2小節余りか、第4節全体の・夢を厳しい現実に引き戻す

のである日

いったん弱められた歩行のイメーンが戻り、我にかえった．払」は、再び歩み出さね

ばならない。「払」が想いを秘めながらさすらいゴこる姿は、6小節の後奏か、p（ピアノ）

からpp（ピアニソこ／モ）、dm〔ティミヌエ／ト）となって次第に甘口か小さくなって

いくことで描かれる。前奏では遠方より向かってくる印象か作られていたが、後奏では

遠ざかるかのようである。

では、それは曲の終結に厄結するのであろうか。後奏は、これまで省節に前奏（間奏）

として使われた音楽と「nl一ではない。譜面に厳密に従えは、Ⅴ　（属ヒの和意）－＞Ⅰ

（主和音）で終止形が作られている。これによって曲が閉じられるロ）であり、その意味

では、終結を目指Lている。LかLながら、その終日形が第101＞1（12小節、第103→104

小節の一度にわたって繰り返され、いくぶん素直でない印象ともなる。この躊躇したか

のような後奏について、テユルは「旅の始まりにおいてすでに旅人の足取りはおはつか

ない」と述へ、とちらへ向かうのか定まらないよろめく歩みの性質を指摘している。■

後奏が曲の単なる終結でないとすれば、いったいそれは何を意味するのであろうか。

確かに、昌楽的には終止形を作ってはいるものの、躊躇しつつ進む後奏は、あたかも旅

人がうしろを振り返りながら立ちIlまろうとしているかのようでもある。それは終結と

いうよりは、むしろ回帰を意味するものではあるまいか。美際に、緑綬の2小節で非常

に小さな苗で途切れるようにして曲は結ばれるのだが、まさにこの最後の2小節了前に

おいて、旋律的にも和声的にも自然に前奏に繋がることがHJ能なのである。全4詩節が

終わった後、再ひ冒頭に戻ることができるのである。すなわち後奏は前奏に繋がろうと

する和吉の列でもある。

『おやすみ』がそのようなIlj環的構造を持っことは、彼奏たけによるものではない。

すでに見たように、変奏する内面に合わせた変奏有節形式の作曲により、椚3・4節の

竃楽が微妙に変化しても、前奏（聞奏）が現れるたびに、孤独へのな識がrremdのモティー
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フによって繋きとめられた。また、伴奏がほほ一貫して5度で歩行のリズムを刻み続け、

その執拗な持続が果てしないさすらいの印象を生み出すのである。そして最後にニ長調

からこ短卸こ戻される。これらによっても、円環的な構造になろうとしていることが示

されるのである。

さすらう「私」の内面は、ある種の終結に直結するのではない。『おやすみ』は、『冬

の旅』という有機体の1－・部としては次の曲へ繋がるのであるが、別の次元で、それ自体

で永遠に回転し続けることか可能となる。詩の4節全体が再び繰り返し、いっまでも終

わらない円環形式でもあるのである。■n

／ユーへルトの苫楽を分析した結果、ミュラーの詩を凌駕したイメーノの強さが明ら

かになる。詩語に一致した音の選択、その意味を一層強める伴奏苗型、全体に張り巡ら

された不安定件（主調のニ短調や転調や不協和音）、歩行のリスムの執拗な持続、諸行

の入れ替え、回帰する孤独感、後奏が再び前奏となりうる構造によって、ミュラーの詩

『おやすみ』のイメージが一段と深まるのである。

【本稿参考調性図】

ニ短調の近親調（ニ長調、イ短調、ヘ長調、ト短調）

（ト長調）　　ニ長調　　（イ長調）

l

順調－［≡垂画－　イ短調

l

（変ロ長調）　　へ長調　　（ハ長調）

注

1）1824年に完成した『美しき水車小屋の娘』仇eぶCん∂托e九九JZerm（D795）もまた、ミュ

ラーの適作詩集への作曲であり、『冬の旅』は、それに続くミュラーの詩によるン∵ユー

へルト∴作目の連作歌曲集ということになる。なお、ミュラーの連作詩狼のタイト

ルは皿eⅣ【作とerreェseであるが、ノユーへルトは定冠詞を外し、肌爪とerreE3gとした。

作品名原語表記の後の（DOOO）は、オソトー・エーリヒ・ドイチュOtto ErlCh

Deutschが繋理LたノユPヘルトの作曲年代順の作品番号を示す。
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2）三宅幸夫『苦提樹はさざめく』榊火杜　2004年　312－31〈ページ参暇。

3）藤田幸一郎『手工業の名誉と遍歴職人一近代トイソの職人世界¶』未来社1999

［1994」年　85－192ペー／参軋

4）等原潔『西洋古楽の雁史〔改言」版1』放送大学教育振興会　2001年　272－277ペーノ

参照。

5）詩は、ファイルのノユーヘルト論から－Jl用した。第4節に見られるコロノ［］はン∵ユ一一

へルトか加えたものであり、レImd乙ぐ九九αわ’ェ叫は、ミュラーの原文lfhhabaIldlCh

の語順をシューへルトか入れ替えたことを示すものである（，（Arnold Fell FrαnZ

Scん昆berと　StuttgaIt1996［1975］，S163）

6）ニ短調は「気まくれや竃」を象徴し、概して「深い憂鬱と悲しみ、不安」を反映す

るとのことである。（Vgl Walterl〕urr（rll・Sg）ぶC内山わerト〃mdわucんKassel1997．

S　240）

7）ファイルもまた、『おやすみ』の実質的な開始が前奏におけるl＿声部からであるこ

とを指摘している。（Fell aaO，SlO4）

8）アイノノユタインによれば、『おやすみ』の申で反乱は幸せな過上を象徴し、短渦

は培い現存を表すという。（Alfred ElrlSLeln SchLLberL A MLLSLCalPortraLt New

York1951，S　304）

9）Vgl Durr aaO，S24（）

10）アーチ型の旋律縁において、まず上月によ　頂点を築くとともに緊張が強められ、

それが卜付こより最後に鎮められる。（Vgl WalteT VlOIaJ）αSJ）euhCんeLはd Zur

GeschLChte LLTldAsthetLhe乙nermuSLhal乙SCheTIGatLung Wolfenbuttclund ZurlCh

1971．S　35）

11）この第3節を、概して歌子もピアノ奏者も強調して演奏する。ノユ【ヘルトは第1・

2節と比へて蘭奏法に特別な指示をしているわけではないのだが、語意の激しさと

旋律の波打ちにより、「私」の心の起伏が鋸署に現れ、歌い方と伴奏に力のこもっ

た演奏が多い。

12）その浮遊感は、転調に伴って、ド岩階的進行が消滅し全音階（五首告階）的進行になっ

たことにより斗したものであるとしたlで、ケオルキアーデスは、「まるで重力の

法則が放桑されたかのように、重みのない、夢を見ているかのような、足音が聞き
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取れないような歩みである」と言い表している。（ThrasybulosG Georglades

励血加汀几血浦川冊日加崩G8ttlngen21979，S364r）七苗音階を基本とする西

洋音楽に常ではない旋律が与えられることで、非日常的な雰囲気が醸し出される。

13）また、第3節のgu－teの音節は等間隔（8分音符）で機械的に刻まれるのに対し、

第4節のGu－teはGu－が延ばされ、のひやかな優しいイメー∴ノに繋がる。

14）その落差は、演奏者によってより強く意識されるようである。たとえは、何度も

『冬の旅』の録音や演奏会のライヴ映像を残している不世出のトイノの名歌手D Fこ

ティースカウは、それを次のように表現している。すなわち、二度日のAn dlCh

hab■lChgedacht　に力を込めて芦員を増し、のひやかに歌うことで明るさと優しさ

を強調した後、短調となった二度日の繰り返しにおいてテンポを落とし、いくぶん

長めに、しかも音節ことに区切りながら語るように歌い、昆譜と短謁の対比を鮮明

にしている。

15）Durr aaO，S241

16）後奏が前奏となり曲が繰り返されるという意味では、『実しき水虫小屋の娘』の第

1曲『さすらい』も同様であろう。そこでは第2拍（弱拍）で終わるために明白な

終止感が得られず、また伴奏（下声部）の予想に反した進行のために驚きと新鮮さ

が生まれ、常に新たにエネルギーが供給され、いっまでも繰り返そうとする音楽構

造がある。しかしそれは純然たる有節形式によるものでもあり、詩節単位で繰り返

そうとする性質のものである。（田島昭洋『ウィーンと苫楽－ン′コ二一一へルトの「さ

すらい」－』　大阪市立大学大学院文学研究科都市文化研究センター　COE国際シ

ンポ／ウム報告否『都市の7イクン′ヨンと現実』所収　2005年　23－32ペーノ参照。）

それに対して、『おやすみ』は、4節から成る詩全体が単位となって繰り返す構造

を持っていると言えるのである。
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